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　昨年6月末に日本心理学会常務
理事を終えたとき，ワールド編集
担当常務理事に就任された宮谷先
生から，このコーナーへの執筆依
頼を受けました。先生からの「長
い間の日本心理学会との関わりを
振り返り，将来への提言をしてい
ただけないか」という言葉に惑わ
され，執筆を引き受けてしまいま
した。日本の心理学の将来への提
言というとおこがましいですが，
今現在起こっている日本心理学会
にとって由々しき事態に関する戯
言を書くことで責務を果たしたい
と思っています。
　私が日本心理学会に関わること
になったのは20年以上前，田中敏
隆先生が理事長を務められていた
ときに，日本心理学会将来計画委
員会のメンバーに加えて頂いたこ
とがきっかけでした。そのときの
委員長は早稲田大学の織田正美先
生で，その後も大変お世話になり
ました。将来計画委員会や認定委
員会の委員となった後，東洋理事
長の下での認定担当常務理事，岩
崎庸男理事長及び佐藤隆夫理事長

（2期）の下での総務担当常務理
事，そして現在は長谷川寿一理事
長の下での監事と，私の心理学ラ
イフはここ数十年間，日本心理学
会の歩みと非常にコミットした形
で送られてきました。この間，認
定心理士の委譲問題から始まり，
事務局の移転とそれに伴う家内工
業から会社組織への変換，公益社
団法人化に伴う大幅な公益事業の
拡大，ICP2016と日本心理学会大
会の同時開催をにらんだ開催校

の負担軽減策，認定心理士（心理
調査）の検討等々，そしてその間
延々と続いてきた国家資格問題。
妻から「よくやるわね，何のため
にやっているの」と揶揄されなが
ら，月に何度も東京に行くのは大
変でしたが，心理学ワールドの変
革に関わるこうした事業は，大変
面白く，やりがいのあることでも
ありました。
代議員がいなくなる！？

　皆さんは，今，日本心理学会が
どのように運営されているかご存
知でしょうか。日本心理学会の会
員は現在8,000名強いますが，公
益社団法人の日本心理学会は，会
員の中から選挙によって選ばれた
社員（代議員）で運営されていま
す。そして代議員が理事を選び，
理事の中から理事長及び常務理
事が選ばれ，会の運営に当たりま
す。つまり，会員の多くの方は公
益社団法人日本心理学会の社員で
はありません。このため，学会大
会の前日に会員集会を開催して，
学会員の皆様の意見を聞く機会が
設けられているのです。
　それはともかくとしまして，日
本心理学会の定款では代議員の数
を250名以上300名以内と定めて
います。そして選挙規程により，
地区別代議員と専門別代議員の定
数がそれぞれ150と決められてい
ます。しかし現在，代議員は250
名を少し超えた人数しかいませ
ん。2年前の選挙も同じでした。
何故，250名を少し超えた数しか
いないのかというと，会員の投票
率が低く，選挙規程にある当選要

件を充たさないのです。当時の定
款細則では，専門別と地域別の両
方に当選した場合は専門別を優先
とし，どちらも5票以上を当選と
するとありました。選挙が行な
われるたびに，定款の最少人数に
達するのか，身の縮む思いをして
いました。250名を切ってしまっ
たら，公益社団法人の定款違反に
なってしまいます。もし追加選挙
をやるとなると，莫大なお金がか
かります。最低得票数を下げては
どうかとか，専門別ではなく地域
別を優先にしたらどうかなども議
論し，実際に現在の選挙規程は，
そのように変わっています。
　何とか投票率を上げないと，公
益社団法人としての運営自体が危
うくなってしまうというのが実情
なのです。選挙を行なう側として
は，この危機感を，皆さんに是非
とも共有していただきたいので
す。現在，筑波大学の鈴木華子先
生を中心に『若手の会』が立ち上
がり，約100名が活発に活動をし
てくれています。若手の皆さん，
皆さんで協力して代議員や理事を
沢山送り出すこともできます。学
会の運営に参画して，若い皆さん
のいろいろな意見やアイディア
で，日本心理学会，ひいては心理
学ワールドを活性化するのに協力
していただけませんか。
大会が開けない！？

　もう一つ，2013年度の日本心理
学会第77回大会は，北海道医療大
学の坂野雄二先生を大会委員長
として行われました。皆さんは
ご存じないと思いますが，あの時
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は，大会が開催できるかどうか，
本当に綱渡りだったのです。実
は，2011年度の日本大学での第75
回大会のときまで，2年後の大会
開催校がまったく決まっていない
という事態でした。もちろん役目
柄，私も大会開催をいろいろな大
学に打診しました。少なくとも
20数校には当たったと思います。
どこからの回答もNoでした。窮
余の一策，会場でお会いした坂野
先生に一縷の望みを託してご相談
したところ，坂野先生の男気のお
かげでYesの返事をもらうことが
出来たのでした。現在，大会を開
催してくださる開催校探しが大き
な問題となっています。このまま
いくと大会を開催できなくなる可
能性があるのです。この悩みは，
私が知っている心理学ワールドの
多くの学会でも同様のようです。
　大会の開催に関しては，ICP2016 
との同時開催をにらんで，開催校
に大きな負担をかけなくても開催
出来るように，いろいろな仕組み
を作ってきました。例えば，北海
道医療大学から始まった受付の機
械化，学会事務局が会計処理を行
なう（赤字になっても開催校の負
担にはならない。黒字になればそ
れは学会の収益となる）等々，丁
度日本心理学会の会員管理システ
ムの完成と時をあわせての改革で
した。このおかげで，2014年の同
志社大学の大会では，事務局長と
専属アルバイトの２人だけで大会
準備の90%以上がこなされ，大会
委員長であった私ですら，ほとん
ど何もやらないですんでしまいま
した。私が行なった仕事は，判断
を要する案件と，原則自分の専門
の領域の印刷されたプログラムの

誤字などのチェックだけでした。
昔のように教職員，大学院生を総
動員しないと学会を引き受けるこ
とが出来ないというようなことは
今やありません。この大会システ
ムは，北海道医療大学でとにかく
稼動させ，同志社大学での大会は
私が大会準備委員長と日本心理学
会側の大会運営委員会委員長を兼
ねていたため，さまざまな問題を
一元的に洗い出し，管理し，修正
し，名古屋大学の大会でほぼ完全
なものにし，今年のICP2016との
同時開催で使用するという一連の
流れの中で完成したものです。こ
のシステムが出来たことで，昔の
ように大きな大学でないと大会を
引き受けることが出来ないという
ようなことはなくなりました。会
場を用意することが出来，近辺に
2,500 〜 3,000人ほどが宿泊すると
ころがあれば，大学でなくても研
究所でも開催することが出来ま
す。地域の二つの大学で組んで開
催することも出来るでしょう。も
ちろん大学ではなく公共の施設を
使い，学生に協力（もちろんアル
バイトです）を求めるのではな
く，一般の方を雇用して行うこと
も可能です。
　これらの試みが功を奏して，
2017年以降，手をあげて頂いた大
学が何校かでてきています。
若手の皆さんへ

　中堅から若手の皆さん。皆さん
にとって学会とはどういう存在な
のでしょうか。最近，学会運営に
興味を持たない会員が増えてきま
した。論文は外国誌にしか投稿し
ないので，日本の学会には用が無
いという会員もいるかもしれませ
ん。役員なんかとんでもない，何

故やらないといけないのか，時間
の無駄に過ぎないと思う会員もい
るのではないかと思います。で
も，それでいいのでしょうか。私
の心理学の研究生活を振り返って
残念に思うことは，私は30歳の後
半まで，心理学とは少し違う分野
で活動していたため，同世代の心
理学のいろんな分野の研究者仲間
が非常に少ないことです。同じ分
野の研究者からの意見は聞けまし
たが，他の分野の研究者とお話し
する機会はあまりありませんでし
た。他の分野の研究者からの意見
は，中には傾聴することで大きな
発展をもたらしてくれるものもあ
りますし，行き詰まってしまった
アイディアにヒントを与えてくれ
ることもあります。
　いろんな人と知り合いになれる
場所が学会です。その中でも日本
心理学会は，他分野の研究者と交
わることの出来る可能性が高い学
会です。学会運営は誰か好きなも
のにやらせておけばいいという都
合のよい利己主義，閉鎖的なモノ
の考え方は捨ててください。上述
したように，学会運営そのものが
危機に瀕しているのです。それは
会員の皆さんの学会運営に対する
無関心によるところが極めて大き
いのです。若い方々が積極的に参
加してくれてこそ学会が機能する
のです。そして学会運営に関わっ
ていれば，学会の方向をリードし
て，自分がこうあってほしいとい
う学会に変えていくことが出来る
のです。大いに，積極的に学会運
営に関わってください。そして他
分野の研究者仲間を沢山作ってく
ださることを祈念して筆を置きま
す。

読者の声投稿募集中！　 『心理学ワールド』への，ご意見・ご感想をお待ちしています。
投稿は，お葉書・Ｅメールどちらでもけっこうです。世代と性別をあわせてお知らせください。
● 送付先　〒113-0033　文京区本郷5-23-13田村ビル　公益社団法人 日本心理学会


